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保育者養成における資質向上のための
グループ活動導入に向けての一考察
―文献調査を通して―

原　田　敬　文
Takafumi Harada
大阪総合保育大学大学院

児童保育研究科　児童保育専攻

Ⅰ　問題と目的

（１）保育者養成現場における課題
　現在、我が国においては、共働き世帯が増加傾向にあ
ることと、核家族化が進んだことにより、保育現場にお
ける待機児童数の増加が問題となっている。保育現場
において、待機児童問題の解消には、保育士の確保が
急務である。「保育士等における現状」（厚生労働省・保
育士等確保対策検討会，2015）１）によると、常勤保育士
の経験年数は、約 49.2% が 10 年未満であり、離職率は
10.3% に上る。
　また、全国保育士協議会（2009）２）による「新卒保育
士」に限定した調査によると、卒業後に勤務した施設を
１年未満で離職する割合が４人に１人と高く、更に３年
後には約半数が離職してしまう、といった傾向がある。
これらの要因として、人間関係の悩みや業務量の過多、
処遇面での問題が大きいとされている。特に人間関係の
問題においては、子どもとの人間関係、保育者同士の人
間関係のみならず、保護者、地域の人々との人間関係も
含まれ、人間関係の問題の幅も広がっている。その中で
保育者は、自身の考えや心情を相手に伝えたり、相手の
考えや心情を理解したりする高い「コミュニケーション

能力」が求められる。
　現在、幼稚園教諭・保育士を含めた保育者を養成する
カリキュラムは、変化する時代に対応した質の高い保育
者養成を目指し、改定が行われている。幼稚園教諭の養
成におけるコアカリキュラムについては、これまで教員
養成校である、大学、短期大学が主体的に行ってきた養
成カリキュラムの全国的な統一が図られた。これでは、
質の高い保育者養成にはつながるものの、地域性や保育
者の個性に十分対応したカリキュラムとは言い切れず、
また学生自身の自己肯定感や課題解決能力、コミュニケ
ーション能力の向上を目指すための直接的体験が十分に
あるカリキュラムとも言い切れない。そのため、保育者
養成課程において、グループ活動の手法を用いて集団の
中での直接的な体験活動を行い、保育者として社会に出
た際に求められる資質を向上させる取り組みには意味が
あると考えられる。グループ活動の実践がどのように行
われているかについては、教育現場で行われているいく
つかの例がある。

（２）本研究の目的
①対人関係ゲーム
　大澤・田上（2015）３）によると、対人関係ゲームは、

〔研究ノート〕

　2019 年より幼稚園教諭養成カリキュラムにおいても、コアカリキュラムが整備され、教員養成における質
保証を目指した。これは、実践的指導力や保育現場で抱える課題に対する対応力を身につけることを目的と
している。対人関係ゲームや構成的グループエンカウンター（SGE）、プロジェクトアドベンチャー（PA）と
いったグループ活動は、小学校、中学校、高校にとどまらず、大学や短期大学、専門学校といった高等教育機
関において実践されている。本研究では、高等教育機関における、学生の資質を高めることを目的としたグ
ループ活動の実践に関する直近 20 年間の研究を概観し、今後の研究課題を分析することで、保育者養成にお
ける実践の可能性を検討した。グループ活動の効果がどの程度持続し、どの程度一般化できるものなのかとい
う点や、その効果のプロセスの検討、学生の性格や態度による違い、実施方法による違い、またファシリテー
ター側の技術や態度が学生に与える影響といった課題にまで踏み込んだ研究を蓄積することで、より効果的に
グループ活動の実践を行い、ひいては時代の要請に応える保育者養成につながると考えられる。
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後述する構成的グループエンカウンターのエクササイズ
の方法を取り入れ、不登校児童生徒の学級復帰や選択性
緘黙児への支援から始まっており、「人と人をつなぎ質
の高い集団を実現するカウンセリング技法である」（田
上・今田・岸田，2007）４）とされている。エクササイズ
を楽しむことで、自然と人間関係が改善されたり、問題
が解決されたりすることが目指される。
　その成立の経緯からも、対人関係ゲームの実践は、小
学校・中学校におけるものが中心であり、大澤・田上

（2015）３）によると、1995 年〜 2014 年までの 20 年間に
発表された論文・書籍の７割程度が小学校・中学校にお
ける実践についてのものであったとする。一方で、大学
や短期大学におけるものも割合は低いものの散見され
る。
　岸田（2013）５）は、対人関係ゲームの活用場面を三つ
に分けて説明している。それは「不安解消プログラム」、

「仲間づくりプログラム」、「達成集団づくり」プログラ
ムであるとし、学生の資質能力を高める目的ではないと
考えられる。しかし、高橋・鍋田・河村（2010）６）や松
澤・高橋・田上（2010）７）などのように、対人関係ゲー
ムの実施により対人行動の修正につながった例も数多く
報告されており、人間関係の改善や問題解決の過程で、
学生の資質や能力といった部分にも効果的である可能性
は大いにあると考えられる。
②構成的グループエンカウンター
　「 構 成 的 グ ル ー プ エ ン カ ウ ン タ ー（ 以 下、SGE：
Structured Group Encounter とする）」は、ふれあい

（メンバー同士の感情交流）と自己発見（自己もしくは
自己盲点への気づき）を通して、参加者の行動変容を目
標とし、究極的には人間的成長を目的とし、人間関係開
発を意図した予防的・開発的カウンセリングのグルー
プ・アプローチのことである（片野・2003）８）。
　SGE は、教育現場において、教員がリーダーを務め
ながらエクササイズが実施される。特に、エクササイズ
終了後「シェアリング」という時間が設けられ、グルー
プ内での出来事や、その時どのような気持ちであったの
か等を話し合い、エクササイズ体験の共有が図られる。
エクササイズの進め方や目的が明確になっており、教員
の力量に関わらず、子どもたちの学びを促進できること
も、教育現場での取り組みが進んだ要因であると考え
られる。SGE は、小学生、中学生、高校生のみならず、
大学生にも有効であるとされており、数多くの実践が行
われている。
③プロジェクトアドベンチャー（PA）
　三浦（2006）９）によると、プロジェクトアドベンチ
ャー（PA）は、厳しい自然の中での長期活動を通し

て、青少年に意志の強さや逆境に抗する力を培うとい
う Hurn.K の教育哲学を基盤として設立された Outward 
Bound School の活動を学校においても日常的にできる
ようにという考えのもとに Pieh. J. を中心とするスタッ
フによって開発されたものであるとする。また、その活
動内容は、遊び、身体を仲間に委ねなければ達成できな
いグループでの課題解決、身体の安全を仲間に委ねて行
われる高所でのチャレンジなどが主であり、現在では、
キャンプ場や学校教育、病院、更生施設、企業研修やス
ポーツチームなどで、チーム・ビルディングのためのプ
ログラムとして活用されているとする。
　本論文では、これら「対人関係ゲーム」「構成的グル
ープエンカウンター（SGE）」「プロジェクトアドベンチ
ャー」に焦点を当て、高等教育機関における、学生の資
質を高めることを目的としたグループ活動の実践に関す
る直近 20 年間の研究を概観し、今後の研究課題を分析
することで、保育者養成における実践の可能性を検討す
ることを目的とする。

Ⅱ　方法

　2020 年７月に国立情報学研究所の文献情報・学術情
報検索サービス（CiNii Articles）を用いて論文検索を
行った。グループ活動を取り入れた体験学習である「対
人関係ゲーム」、「構成的グループエンカウンター」、「プ
ロジェクトアドベンチャー」、「アドベンチャーカウンセ
リング」、についての論文を検索した。その中で、2000
年から 2019 年の 20 年間に大学または短期大学、及び専
門学校において実施されており、また本研究の目的か
ら、グループ活動の実施によって何らかの能力・資質を
高めようとしている実践であり、またその実践の結果を
観察やアンケートなどの結果の分析により実証的に明ら
かにすることを目的とした論文を抽出した。その結果、

「対人関係ゲーム」は３件、「構成的グループエンカウン
ター」は 16 件、「アドベンチャーカウンセリング」は２
件、「プロジェクトアドベンチャー」は３件が抽出され
た。これらの文献 24 件を研究対象とし、文献の内容を
分析し考察を行った。なお、仲間づくりや学校での満足
感・適応感等を高めることもグループ活動の重要な効果
であるが、本研究においては資質・能力の向上を扱った
論文に対象を限定した。

Ⅲ　結果と考察

　抽出した文献の概要は表１の通りである。今回取り上
げた 24 本の論文のうち、３本（番号１、２、７）は、
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グループ活動の効果があることを前提に、その効果に影
響する可能性のある変数について調査・分析を行うもの
であった。そして、残り 21 本については、全てグルー
プワークの実施により、学生に対して何らかの効果があ
ったと結論づけるものであった。このことから、対人関
係ゲームや SGE、プロジェクトアドベンチャー等、あ
らゆるグループ活動があらゆる高等教育機関で実施され
ているが、いずれも実施時点において何らかの効果があ
ることは明らかになっていると言える。しかし、一定期
間経過後にも効果が継続するかという点に関して調査・
検討したものは２本（番号６、19）であった。
　では、その効果はどのようにして検証されているかと
いうことであるが、尺度等を用いて量的に分析した論
文が 10 本（番号１、５、８、11、16、17、19、21、22、
24）、自由記述や観察等の結果を用いて質的に分析した
論文が１本（番号 20）であり、残りの 13 本は量的・質
的の両側面からグループワークの効果について分析・考
察を行うものであった。また、効果の検証の際に統制群
を置き、実験群との比較を行っているものは２件（番号
19、22）であった。
　次に、グループワークの実施方法についてであるが、
通所または合宿形式で集中的に実施したものが７本（番
号６、12、14、15、17、22、23）、授業時間を利用して
実施したものが 17 本であった。
　グループワークの効果の有無だけでなく、効果に影響
する可能性のある変数についても調査、検討したものが
10 本（番号１、２、７、８、９、11、12、14、16、17）
であった。
　次に、各論文の中で言及された今後の課題を抽出し、
課題ごとにその内容を整理した結果、「活動内容の改善」、

「参加度を上げる方策」、「カリキュラムへの組み込み」、
「実施方法」、「ファシリテーターの課題」、「調査方法の
改善及び追加調査」、「効果測定の尺度」、「効果の継続性
及び般化」という８項目に分類することができた（表
２）。
　「活動内容の改善」は、実施するグループ活動の内容
を、より効果的なものにすることを追求することを今後
の課題とするものである。課題の解決に取り組むために
は、活動の中身を分析し、各活動がなぜ、どのように
効果的なのか、その作用機序を含めて調査・分析・検
討していく必要があると考えられる。野島（2000）10）は、
1970 年〜 1999 年の日本におけるグループエンカウンタ
ーの研究を概観し、「どのようなエクササイズ・プログ
ラムが、どのような状態の、どのような人に、どのよう
な点で、最も有効であるかを明らかにしていく必要があ
る。これに関する研究は、絶対的に不足している」と指

摘しており、当時の課題が現時点でも解決されていない
と考えられる。「参加度を上げる方策」は、学生による
グループ活動へのやる気や積極性の違いを問題視し、参
加度の低い学生に対しどう対応するかという問題を今後
の課題とするものである。どれだけ活動内容が魅力的で
あっても、各学生の参加意欲や得意不得意は異なってお
り、すべての学生の参加度を高め、その効果を享受させ
ることを目指すことはグループ活動実施者にとっては終
わることのない課題であるといえる。グループの分け方
や活動の内容、時間配分、ファシリテーターの働きかけ
など、対処方法は様々に考えられるが、参加度を追求す
ることはグループ活動の質を高める一つの方法であると
いえる。次に、「カリキュラムへの組み込み」である。
これは一授業の中で実践した結果、ある程度の効果が得
られ、その効果をより高め、確実なものとしていくため
に、一授業内の実践を超えて、学部単位や全学でのカリ
キュラムにそのグループ活動を取り込むことを課題とす
るものである。このことは、本論文の問題と目的におい
て述べた、保育者養成課程においてグループ活動を活用
し資質を高める可能性を模索するということと整合する
ものである。「実施方法」は、グループの分け方や、実
施期間の長短、合宿のような機会を設け集中的に実施す
るのが良いのか、授業内で定期的に行うのが良いのか、
等を模索していく問題意識である。SGE のようなグル
ープアプローチの実施形態に関して、野島（1998）11）は、
合宿型や単発型（１日のみ）、継続型（一定の間隔をお
いて何回か実施）などを挙げており、また水野（2010）23）

は、SGE も本来の形からすれば、合宿型での実施がベ
ターであるが、授業への導入を考えた場合、人的資源や
環境の確保、参加費用等の問題などから、合宿型はハー
ドルが高く、単発型（たとえば、集中講義形式の授業）
もしくは継続型（たとえば、毎週開講される授業）で、
なおかつ少数の担当者による学内での実施が現実的であ
ると述べている。その上で、授業の中での実施の次の段
階として合宿形式の実施を見据えた課題や、合宿型で得
られる成果を授業内の実施で得る方法はないか模索する
という課題が挙げられていると考えられる。「ファシリ
テーターの課題」については、安全性を担保しながら、
グループ活動の効果を最大限に引き出すために、実施者
であるファシリテーターの立ち居振る舞いが重要である
ことを指摘し、課題とするものである。上述した参加度
の低い学生にも共通することであるが、単にグループ活
動を実施すれば良いのではなく、またその活動自体がい
かにパワフルなものであっても、ファシリテートする者
の力量は常に問われる。野島（2000）10）はこの問題につ
いて、「ファシリテーター（リーダー）研究は、これま
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で殆ど取り組まれてきていないが、これは極めて重要な
研究である。エクササイズ・プログラムを設計し、それ
を実行していくのはファシリテーター（リーダー）であ
り、その上手下手が効果に最も影響する。」と指摘して
おり、高等教育機関における実践を概観する限りでは、
この点に関しては 2000 年当時とそれほど状況は変化し
ていないように見受けられる。次に、「調査方法の改善
及び追加調査」であるが、これは、各研究の実施上の制
約等により、質的データあるいは量的データのどちらか
の分析が行えていなかったり、あるいは参加人数が統計
的に十分といえるほどでなかったりするものが主であ
る。また、活動後に得点が高まった項目と活動自体の関
連性を検証することを課題としたものもあった。この点
を解消するための一つの方策として、統制群を設定した
対照実験が考えられるが、高等教育機関における実践の
中での研究であるという側面から、統制群を設定した論
文は 24 件中２件であった。統制群を置かない場合、活
動中や活動後の学生の心的過程をインタビュー等により
調査し、質的に分析するということも考えられるが、そ
のような研究は現時点では行われていない。野島 10）は、
効果研究をより精密に進めていくためには、アンケー

ト、心理テストといったアプローチだけでは不十分であ
り、面接法や事例研究法を取り入れていく必要があるこ
とを指摘している。この点に関しても、直近 20 年間の
高等教育機関における実践を概観する限りでは、それほ
ど多くの知見は蓄積されていないと考えられる。「効果
測定の尺度」は、効果を測定するための尺度について、
改善の余地があることを課題とするものである。そして
最後の、「効果の継続性及び般化」は、一定期間経過後
の効果の持続等を調査することや、あるいはグループ活
動で得られたスキルや能力が日常生活の中でも生かされ
ているかを検証する必要性を指摘しているものである。
本研究で取り上げた論文は、グループ活動をすることに
より、何らかの資質・能力を身につけることを目指す実
践に関するものであるが、上述のとおり、一定期間経過
後にも効果が継続するかという点に関して調査・検討し
たものは２本のみであり、効果が持続したと結論づけた
ものはひとつのみであり、かつそれは一定期間経過後の
感想を分析した結果によるものであった。しかし、資
質・能力の向上を目的とした実践なのであれば、やはり
この点についても検証できる形で研究計画を立てること
が望まれると考えられる。

表１　本研究で対象とした文献の概要

番
号 著者（年） テーマ 目的・対象・方法 結果概要

１． 鈴木由美・箭
本佳己

（2012）12）

大学生の対人関係ゲーム
とシャイネスとの関連

目的：大学生の対人関係ゲームとシャイネス、ま
たシャイネスと楽しさの関係を明らかにするこ
と。
対象：大学生 259 名（男 110 名、女 149 名）
方法：質問紙調査

対人関係ゲームの実施において、39 人（15％）
が恥ずかしいと回答した。また、「楽しい気持ち」
があると５% 水準で有意にシャイネス尺度の緊
張因子の特典が低いことが明らかになった。

２． 鈴木由美
（2014）13）

新入大学生の悩み軽減ア
プローチの試み〜対人関
係ゲームを使って〜

目的：対人関係ゲームの実施により、学生の悩み
が軽減するか、その度合いは参加の積極性により
異なるか、またゲームの内容によって得られる効
果も異なるのかを検証すること。
対象：大学生 381（男子 136 名、女子 245 名）
方法：90 分のセッション× 12 回の後、自由記述
及び選択式の質問紙により調査

大学入学時に持っていた悩みが、対人関係ゲーム
を 12 回実施した後に軽減した。悩みが軽減した
学生は、悩みが軽減しなかった学生よりも、対人
関係ゲームに積極的に参加している。悩みが軽減
した学生は悩みが軽減しなかった学生より、プロ
グラムの「不安解消」「仲間づくり」「達成集団づ
くり」の効果得点が高い。ゲーム内容によって「不
安解消」「仲間づくり」「達成集団づくり」と効果
が異なっていた。

３． 森田裕子
（2018）14）

短大生に対する対人関係
ゲームの実践報告―グル
ープアプローチから見え
る学生の課題―

目的：対人関係ゲームによる周囲との関係づくり
の実践報告
対象：養護教諭養成課程に在籍する１年生 31 名
方法：プログラム実施後の自由記述および授業開
始初期と後期の大学生活に対する期待感・満足感
に関する質問紙調査

体験が周囲と関わるきっかけとなったことに加
え、他者に対する気づきにつながった、また、友
人関係の満足感が上がった。自身の進路意識や学
習面についての課題も明らかになった。

４． 長田京子・松
尾典子・古賀
美紀・土作幸
恵

（2001）15）

看護学生の対人関係能力
の育成をめざした授業の
教育効果

目的：「コミュニケーション演習」の授業評価を
行い、教育の効果と課題を検討すること。
対象：看護学科学生 46 名（男子３名、女子 43 名）
方法：演習前後に、選択式・自由記述式の質問紙
調査を実施した。

演習後に自尊感情の向上が認められ（p<0.01）、
また自由記述の分析から学生の戸惑いや抵抗にど
う関わるかという課題が明らかになった。

５． 宮前理・竹内
加奈子

（2005）16）

教育大学の学生における
構成的グループ・エンカ
ウンターの効果

目的：SGE を通して、「シャイネス」および「自
己肯定意識」に変化があるかどうか検証すること。
対象：実験群大学生 39 名（男子４名、女子 35 名）、
統制群 48 名
方法：週１回、４週間にわたって SGE を実施し、
SGE 実施前後に質問紙調査を行なった。

「シャイネス」、「対自己領域における自己肯定意
識」、「対他者領域における自己肯定意識」の計７
領域のうち、「対自己領域」の「自己実現的態度」
が５% 水準で有意に、「充実感」は有意傾向であ
るものの向上が見られた。
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６． 坂本洋子・藤
野ユリ子・大
塚邦子・石橋
通江・森本淳
子

（2006）17）

「人間関係論演習」にお
ける構成的グループ・エ
ンカウンターの有効性の
検討

目的：SGE 参加者の参加前後の気持ちや自己イ
メージの変化、体験後の感想から SGE の評価を
行い、その有効性および今後の課題を検討する。
対象：看護大学生 63 名（全て女性）
方法：２日間の合宿型の研修の参加前後およびフ
ォローアップアンケート

SGE 参加前後の気持ちや自己イメージはいずれ
も肯定的に変化していた。この固定的変化は宿泊
研修であったことが影響しているのではないかと
著者は考察している。また、３ヶ月後、１年後の
フォローアップ・アンケートにおいても、自己理
解や他者理解に関する同様の内容が得られたとし
た。

７． 武蔵由佳・河
村茂雄

（2006）18）

構成的グループ・エンカ
ウンターに参加した大学
生の感想の分類―親和動
機の視点から―

目的：親和動機の視点から、SGE 参加体験後の
感想を分類し、大学生が SGE 体験をどのように
捉えていたのかを明らかにすること。また、大学
生の発達の容態と対人関係の求め方との関連を明
らかにすること。
対象：大学生 115 名（男子 50 名、女子 65 名）
方法：質問紙および振り返りシート

SGE 参加体験後の感想を親和動機の視点から分
類し、各自我同一性地位の大学生の感想の出現率
を検討した結果、各地位ごとに喚起される親和動
機が異なっていることが明らかになった。

８． 水野邦夫
（2007）19）

青年後期の学生に対する
構成的グループエンカウ
ンターの実施が心理的変
化に及ぼす影響

目的：青年後期の学生集団に対し、授業を通じて
構成的グループエンカウンター（SGE）を実施し、
それによる個人の心理的変化への効果を検討する
こと。
対象：看護系専門学校生 73 名（男子８名、女子
65 名）
方法：授業の一環として計 11 回 SGE を実施し、
第１回目及び第 12 回目の授業時に質問紙調査を
実施。

SGE は対人関係をポジティブに考える者の方が
取り組みやすいことや、SGE に抵抗なく取り組
める者にとっては、SGE はリレーションを促進
する効果があることが示唆された。

９． 水野邦夫・炭
谷将史・多胡
陽介

（2008）20）

大学新入生の大学適応を
促進する授業プログラム
の（人間学部人間心理学
科 , 聖泉大学）

目的：新入生の大学適応や心理的成長のためのプ
ログラムを考案し、それが学生の心理的な側面に
どのような影響を与えるのかを調べることで、授
業による大学新入生の適応促進の可能性について
検討すること。
対象：大学生 65 名（男 41 名、女 24 名）
方法：15 回の授業の中でプログラムを 90 分×計
４回分実施、質問紙による調査を第１・８・15
回目の授業時に実施。

プログラムを実施した３ヶ月間で、他者への不信
や大学生活不安が増大した。一方で授業を受けて
自己理解が促進したと感じた者ほど、大学不適応
感が低下し、クラスに対する評価が肯定的になる
傾向も見出された。

10． 小坂信子・永
易祐子

（2009）21）

対人関係能力の育成に構
成的グループエンカウン
ターを実施した授業の効
果：看護学生の感情に着
目して

目的：授業に SGE を取り入れた効果を学生の感
情に焦点を当て明らかにすること。
対象：看護短大生 76 名
方法：SGE 実施後学生が記載したワークシート
と授業終了直後の振り返り用紙

以下のことが明らかになった。
１．学生は自己の感情を基盤に「自己理解」「他
者への関心」を高めるとともに、他者を意識した
自身の行動の振り返りが行えていたこと等が明ら
かになった。
２．学生は自己の快・不快の感情を意識すること
を出発点に、聞き方が話し手に及ぼす影響を自覚
し自分から相手へと立場を変換させていた。
３．目的を明らかにしたエクササイズの選択によ
り自己理解・他者理解を基盤にした対人間との相
互作用へ発展させる効果が示唆された。

11． 水野邦夫
（2009）22）

学生集団に対する継続型
構成的グループ・エンカ
ウンターの実施が自己概
念の変化に及ぼす効果に
ついて―看護系専門学校
における実施をもとに

目的：継続型の SGE を実施し、それによる自己
概念の変化を調べるとともに、SGE への評価が
自己概念にどのように関連するかについて検討す
ること。
対象：看護系専門学校生 72 名（男 11 名、女 61 名）
方法：第１回目〜第 11 回目の授業において SGE
を実施し、第１・12・13 回目の授業開始時質問
紙調査を実施。

継続型 SGE は、参加者が SGE 体験を好意的に評
価している場合に若干の効果が期待できることが
示唆された。

12． 水野邦夫
（2010）23）

大学の授業への構成的グ
ループエンカウンター導
入の試み―自己概念およ
び適応への影響について
―

目的：大学の授業に SGE を導入し、受講者の自
己概念や適応にどのような影響を及ぼすかについ
て検討すること。
対象：大学生 63 名（男子 39 名、女子 24 名）
方法：実施前後の質問紙調査

分析の結果から、授業で SGE を行う場合でも、
参加者が実習内容に肯定的であれば効果は充分に
期待できることや、大学のキャリア教育に SGE
を活用する余地があることなどが論じられた。

13． 小坂信子・永
易祐子

（2010）24）

構成的グループエンカウ
ンターを活用した看護基
礎教育における対人関係
能力の育成―不快の感情
を持つ他者理解

目的：学生が抱いた認識とコミュニケーションス
キルの変化から SGE を用いた授業の効果と課題
を明らかにすること。
対象：大学生 66 名
方法：体験ごとのワークシート及び授業前後の質
問紙調査

KiSS-18 の「コミュニケーション因子」やオープ
ナー・スケールの「なごませ因子・共感因子」で
向上が見られ、授業前後で対人関係能力が育成さ
れることが示唆された。

14． 水野邦夫
（2011）25）

構成的グループ・エンカ
ウンターが自己概念の変
容および個人・グループ
過程に及ぼす影響に関す
る追試的検討

目的：SGE による個人の自己概念の変容への効
果や個人課程・グループ過程の特徴を追試的に検
討すること。
対象：大学生 35 名（男 18 名、女 17 名）
方法：自発参加型・通所方式（２日間）の SGE
を実施し、前後に質問紙調査

SGE の前後で自己概念に関する指標が肯定的に
変化し、また初期の段階でグループに相互信頼関
係が形成されることが確認された。
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15． 水野邦夫・田
積徹・興津真
理子

（2012）26）

合宿・自発参加型による
集中的グループ体験が大
学生の自己概念に及ぼす
影響：構成的グループ・
エンカウンターによる検
討

目的：大学生を対象に合宿・自発参加型による
SGE を実施し、参加者の体験中のグループ過程
や感情・整理、また、実施の前後での参加者の自
己概念にどのような変化が見られるかを検討する
こと。
対象：大学生 29 名（男子 16 名、女子 13 名）
方法：実施前後の質問紙査

グループの信頼関係は初期の段階で構築されやす
いこと、全体的には参加者の心理的安全感が確保
されていることなどが示された。また、SGE 体
験の前後で指摘自己意識や自己露呈、自己歪曲、
自己主張が高まり、それが２ヶ月後も持続された
ことから、合宿型の SGE 体験を通して、自己へ
の関心が高まり、ポジティヴな自己概念が形成・
維持されていったと考えられる。

16． 水野邦夫・田
積徹

（2012）27）

授業でのグループ・アプ
ローチの実施が大学生の
肯定的自己概念および信
頼感の形成に及ぼす影響
―構成的グループ・エン
カウンターとレクリエー
ションスポーツを用いた
実施―

目的：大学生を対象にグループ・アプローチを取
り入れた授業を実施し、それが参加者の肯定的な
自己概念の形成や信頼感の構築にどのような効果
をもたらすかを検討すること。
対象：大学生 71 名（男子 42 名、女子 29 名）
方法：15 回の授業のうち、第１・８・15 回目に
質問紙調査を実施

「自己を見つめる」や「グループ共同作業」に対
して関心の高かった参加者は、指摘自己意識や他
人への信頼感が高まったが、「体を使って」につ
いては変化が見られなかった。このことから、効
果を上げていくためには、参加者へのフィードバ
ックや参加者間の言語的なコミュニケーションの
機会を増やす必要があることが示唆された。

17． 水野邦夫・嶋
原栄子・田積
徹・新美秀和・
興津真理子

（2013）28）

合宿・自発参加型の構成
的グループ・エンカウン
ターにおける参加者の感
情変動が自己および他者
の捉え方の変化に及ぼす
影響：自他への信頼・お
よび個人・グループ過程
の変化について

目的：SGE のセッションを通じての様々な種類
の感情変動が自己や他者の捉え方にどのように影
響するかについて検討を行い、SGE における豊
かな感情体験の持つ意義を明らかにすること。
対象：大学生 71 名（男子 34 名、女子 37 名）
方法：１泊２日の研修の前後で、質問紙調査

各セッション間の感情変動の合計は自他への信頼
感、個人・グループ過程の肯定的変化に影響する
ことが見出された。また、否定的な感情変動が大
きかった者ほど自己否定が低下するなどの結果も
得られた。

18． 片岡優華・二
村文子

（2017）29）

大学生に対する構成的グ
ループ・エンカウンター
とピア・カウンセリング
を用いた授業による学生
の心理的変化

目的：エンカウンターとピア・カウンセリングを
用いた授業を実施し、受講前後での学生の心理的
変化について明らかにすること。
対象：大学生 18 名
方法：尺度及び自由記述からなる質問紙調査（全
15 回の中で、第１・15 回に実施）

自尊感情、自己効力感、QOL を表すフェイスス
ケールいずれにおいても実施前後で改善が見られ
た。そして自由記述の結果から、その変化はエン
カウンター、スキル獲得及びピアの効果によるも
のであると考察した。

19． 上野妙子・大
河内浩人

（2019）30）

看護学実習生に対する構
成的グループ・エンカウ
ンターの試み

目的：看護学実習に臨む学生に SGE を実施し、
SGE が学生の個人過程と集団凝集性に及ぼす効
果を検討すること。
対象：看護師養成所の２年生 79 名
方法：対象者を実験群・統制群に分け、実験群に
SGE を実施し、実施前後・実習後で質問紙調査
を実施した。

SGE が個人過程（自己露呈と自己主張）、および
集団凝集性を高めたことが示唆された。しかし、
その効果は看護学実習後までは及ばなかった。

20． 小西浩嗣
（2008）31）

アドベンチャーカウンセ
リングの授業実践に関す
る研究―授業を通じての
学生の意識と行動の変化
についての事例検討（１）

目的：アドベンチャーカウンセリングの授業を受
講した学生の意識および行動にどのような変化が
見られたかを事例から検討すること。
対象：大学生 103 名（男子 42 名、女子 61 名）
方法：観察記録および自由記述からの検討

アドベンチャーカウンセリングの手法を使った授
業において、グループおよび個人のプロセスを通
して学生たちの変化を検討し、いくつかの効果が
示唆された。３週の授業を通して、学生たちは擬
似社会ともいえる小グループへの適応を示し。さ
まざまな課題に取り組むことにより他者とのコミ
ュニケーションを深め、かかわり方に気づくとい
った人間関係づくりの方法を体験から学んだと考
察した。

21． 小西浩嗣・澤
田幸嗣

（2010）32）

アドベンチャーカウンセ
リングの授業実践に関す
る研究（２）授業を通じ
ての学生のソーシャルス
キルと行動変化について

目的：反旗に渡るアドベンチャーカウンセリング
の授業を受講した学生のソーシャルスキルと行動
の変化について取り上げ、検討すること。
対象：大学１年生 103（男 40 名、女 63 名）
方法：週２コマ×６コマ実施し、プレ・ポストの
質問紙調査。

kiss-18 により測定したソーシャルスキルの得点
が向上したものの、向社会的行動に変化は見られ
なかった。

22． 森川亮・橋下
晃啓

（2014）33）

プロジェクトアドベンチ
ャーの手法を取り入れた
体験学習が人間関係の育
成に及ぼす効果―スポー
ツ実習科目との比較―

目的：大学生を対象にプロジェクトアドベンチ
ャー（PA）の手法を取り入れた体験学習を行い、
これが大学生の「社会的に良好な人間関係を築き、
グループで同じ目標のもとに課題を解決していく
能力」の育成に及ぼす効果について、集団スポー
ツ種目を教材としたスポーツ実習科目と比較する
ことについて検討すること。
対象：体験学習参加者 11 名（男４、女７名）、ス
ポーツ実習参加者 26 名（男 17、女９名）

PA の手法を取り入れた体験学習は、ソフトバレ
ーの授業よりも大学生の育成に効果的であった。
また、「素直に反省する」「異なる価値観を受け入
れる」「聞き上手になる」「他人の悪口は言わない」

「「ありがとう」「ごめんなさい」を言う」「自分の
仕事をきちんとこなす」「グループの中心的な役
割を果たす」「困難を乗り越えようとする」「仲間
とうまく付き合える」意識を高めることが明らか
になった。

23． 森川亮
（2016）34）

プロジェクトアドベンチ
ャーの手法を取り入れた
体験学習が社会的人間関
係の育成に及ぼす効果：

「アクティビティ」との
関係（追加調査）

目的：大学生を対象に PA の手法を取り入れた体
験学習を実施するアクティビティを行い、」アン
ケートを実施しその効果を検討すること。
対象：大学生計 21 名
方法：合宿型の体験学習前後の質問紙調査

PA の手法を取り入れた体験学習は、大学生の「自
己理解」「他者理解」「協力・協調」および「主体
性」それぞれに関わる能力を向上させることが明
らかになった。「課題解決」「ビーイング」「ハイ
エレメント」それぞれの効果についても検討がな
された。
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表２　各文献で指摘された課題の分類

分類名 抽出された課題の内容（番号は表１に対応）

活動の内容の改善 １．今後の課題は、より多くのコミュニケーションをとることのできるゲームを開発し、その実施前後で対人交流の恥ずかしさ
が低減するかどうかを明らかにすることである。
２．ゲームの内容検討やゲームの組み立て方について調査を行いたい。そしてグループ活動では、不安や緊張を低下させ、その
後仲間づくりや達成を高めるゲームを展開して効果を検討したい。
７．喚起される親和動機を把握することで、参加する大学生の発達に即した SGE のプログラム作成が可能になると考えられる。
SGE の具体的なプログラムと親和動機との関連について検討することを今後の課題としたい。

参加度を上げる方
策

２．グループ活動を積極的に行うことが悩みの軽減につながることが示唆されたが、グループ活動に積極的に参加するには、ど
んな動機付けが必要になるのかも合わせて検討したい。
３．積極的に対人関係を築くことが苦手な学生を対象としたアプローチについても検討を行いたい。
４．一部、戸惑いや抵抗を示す学生がおり、より自己開示しやすい雰囲気を作るとともに、個人に無理のない開示レベルで演習
できるように配慮して慎重に関わる必要がある。
６．今回は希望者のみの参加であり、参加動機の強い集団であった。人数が多くなると抵抗を感じる学生や、エクササイズを消
化すればよいものと感じる学生が出てくることが考えられる。
16．動機付けの低い参加者への対応

カリキュラムへの
組み込み

３．継続的な実践に向けた具体的なプランの設定について検討したい。
12．今回の授業を足がかりに、学生相談機関などとも連携し、また、一連の科目をカリキュラムの中に体系づけるなど、包括的
な取り組みを行うためのシステムづくりに向けての実証的研究も必要になるであろう。

実施方法 ５．同専攻や同学年のグループのように SGE 実施前後にも、自己発見や肯定感を相互に共有し合いながら生活できる環境があ
れば、よりその効果が得られるのではないか。
８．SGE で自尊感情や自己肯定感を変容させるためには、長期間にわたる実施や合宿形式など、より充実した実施が必要にな
ると考えられる。
９．１）プログラムの長期的な（たとえば年間を通しての）実施、２）プログラムの短期集中的な（たとえば合宿形式での）実施、
３）実践者と参加者の心理的距離が縮まるような（たとえば、少人数グループによる）実施などが考えられる。
15．今後の課題は、合宿・自発参加型の成果をどのように研修型に盛り込んでいくかを考えるとともに、研修型の問題点をどの
ように解消していくかを検討することである。
17．グループ差の検討や継続・研修型と合宿・自発参加型といった実施形態の検討も必要。
19．合宿型や集中型、また集中講義形式等、実施方法を工夫する余地がある。

ファシリテーター
の課題

６．単にエクササイズを消化するのではなく、SGE の原点である本音と本音の交流が実際に行われているかファシリテーター
は常に観察・配慮する役割を担うことが重要である。
８．リーダーとメンバーの信頼関係をどのように築いていくか、サブリーダーやカウンセラーなどの補助的存在を確保できない
中での工夫も課題である。
10．ファシリテーターの役割から考えると、対象数の検討が必要である。
11．効果ばかりに着目するのではなく、安全性への配慮が必要である。

調査方法の改善及
び追加調査

９．十分なデータ数を確保できなかったので、データ収集の方法についても今後検討していく必要があるとした。
12．SGE をキャリア教育に活用する試みは、中学や高校などでは報告があるが、大学ではほとんど見られず、大学のキャリア
教育に SGE の要素を取り入れ、その効果を検討していくことは、大学生のキャリア支援につながり、大いに意義があると思わ
れる。今後はその可能性について、さらなる検討が必要である。
14．今後は、質的データと量的データとの関連性を調べた詳細な検討をしていく。
16．性差の検討
17．質的データの検討や事例研究を行うことも課題。
18．対象者を増やすこと
21.1 年以上という長期的スパンでの研究が必要である。
22．毎年のデータを蓄積していき、量的データの蓄積を元にアドベンチャーカウンセリングの持つ効果について検討していくこ
とが必要である。
22．体験学習後に得点が高まった質問項目と体験学習における活動との関係を明らかにする必要がある。

効果測定の尺度 10．対人関係能力の測定用具や方法などを検討していきたい。
13．KiSS-18、オープナー・スケールとも自己評定表で有り、客観的評価尺度については今後の検討課題にしたい。
18．QOL を他の指標で測定することが課題。
23．質問項目の軽微な修正の必要性がある。
24．また、コミュニケーション能力を測定する項目に対しても精査する必要があると考えられる。

効果の継続性及び
般化

12．また、SGE がその後の参加者の自己概念や適応にどのような影響を与えたのかまでは検討できておらず、今後調査する必
要がある。
20．今回の研究では、授業中における変化は見られたものの、アドベンチャーカウンセリングの目的である日常への適用（般化）
までは確認できていない。今後、日常への一般化についての追跡調査、研究も重ねていかなければならない。
24．短期的な効果だけでなく継続性による効果についても検証を進めていく必要がある。

24． 松田哲
（2017）35）

プロジェクトアドベンチ
ャーを導入したコミュニ
ケーション能力に関する
研究：スポーツコミュニ
ケーションによる自己評
価の観点から

目的：対面のコミュニケーションを取らないよう
志向している青少年に、コミュニケーション能力
を促進する方法としてプロジェクトアドベンチャ
ーのアクティビティが有効であるかどうか検証す
ること。
対象：大学生 99 人
方法：90 分実施、事前・事後アンケート

全体として体を動かすアクティビティを導入し、
コミュニケーションの促進を図ることは一定の効
果があることが認められた。
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Ⅳ　総合考察および今後の課題

　本研究は、高等教育機関における、学生の資質を高め
ることを目的としたグループ活動の実践に関する直近
20 年間の研究を概観し、今後の研究課題を分析するこ
とで、保育者養成における実践の可能性を検討すること
を目的とした。
　本研究の結果から、自尊感情や自己肯定感、自己理解
や他者への関心、コミュニケーション能力、ソーシャル
スキル等、社会において必要と考えられる様々な資質が
少なくとも一時的には向上することは多くの研究から明
らかとなっていることがわかった。したがって、今後さ
らなる実践・研究を保育者養成の現場において継続し、
学生の保育者としての資質を高めていくことは、社会的
な価値を持つ重要な取り組みとなると考えられる。
　しかし一方で、その効果がどの程度持続し、どの程度
一般化できるものなのかという点や、その効果のプロセ
スの検討、学生の性格や態度による違い、実施方法によ
る違い、またファシリテーター側の技術や態度が学生に
与える影響、等については、それほど深くは検討されて
いるとは言えず、各研究が各実践の効果を報告するにと
どまっている傾向がある。もちろん、各現場において実
践を行い、その成果を報告することには重要な価値があ
るが、そこにとどまらず、上述で指摘されているような
課題にまで踏み込んだ研究を蓄積することで、より効果
的にグループ活動の実践を行い、ひいては時代の要請に
応える保育者養成につながると考えられる。
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Introducing Group Activities to Improve 

the Qualities of Childcare Workers

：A Literature Survey

Takafumi Harada

　The ministry of Education tried to solve this problem to ensure better quality of training 
childcare workers by modifying the core-curriculum of the education program. Through this 
modification, it is intended that future childcare workers obtain practical teaching ability and 
adaptability.
　Group activities such as Social Interaction Games, Structured Group Encounter, and Project 
Adventure are practiced not only in elementary schools, junior high schools ,and high schools, but 
also in higher education institutions such as universities, junior colleges, and vocational schools. In 
this study, research of the last 20 years on the practice of group activities aimed at improving the 
qualifications of students in higher education institutions are reviewed, and future research issues 
and the possibility of practice in the training school of childcare workers are examined. As a result, 
the following issues were pointed out; how long the effect of group activities can be sustained 
and how generalized it can be, the process of the effect, the difference depending on the student's 
personality and attitude, the difference depending on the implementation method, and the skill and 
attitude on the facilitator side. By accumulating research that goes into these issues, it is thought 
that it will lead to more effective practice of group activities and eventually to the training of 
childcare workers who can meet the demands of the times.

Key words：childcare worker training, group activities, social interaction games, 
　　　　　　structured group encounter, project adventure
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